



Problems of private-sector English tests 
as a standard for university admissions 
Ryoko TAMURA 1 
The Ministry of Education and Science has decided to replace the English Test for the National Center Test 
for University Admissions with private-sector English tests (e.g.Eigokentei, TOEFL, TOEIC.et.al) .  One of 
the biggest problems of this change of policy is the appropriateness and fairness of using the results of different 
kinds of tests as a standard for university admissions. The Ministry of Education and Science is going to use 
CEFR as the index with which the scores of different kinds of exams are compared.  This study examines the 
kind of problems that will emerge from this change of policy. 
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CEFR（シファール）とは「Common European Framework of Reference for Language」の略で、ヨーロ
ッパで外国語を学ぶ人の学習の到達基準（読み、書き、聞き、話すの 4 技能）を示すために、欧州評
議会(Council of Europe)が作成したものである。以下の表は、CEFR による英語の実力の定義である（表
1）。 
41
CEFR はもともと、EU 圏内で使用されていたが、現在では、世界に広がり、日本でも、NHK が英
語講座のレベル分けに使用し始め、英語教材の作成会社や文部科学省も、日本での英語教育の指標と
して使用するようになってきた。 





































































































































































































































































例えば、英語検定の 2 級は、2017 年 7 月版では B1 に匹敵するとされていたが、2018 年 3 月版
では、A2、B1 の両レベルにまたがっている。該当する素点も、英検の CSE スコアが「1700 点」だ
った人の CEFR レベルは、2017 版では、「A1」であり、2018 年版では、「A2」である。 
TOEIC に至っては、試験のスコア計算の方法を大きく変えた（「L&R+S&W（2017 まで）」⇒
「L&R+[S&W×2.5]」にもかかわらず、変更した結果のそのままの点数で CEFR に対応させている。
そうなると、「790」点だった人は、2017 年版では「B1」、2018 年版では、「A2」である。 
 





































７. A1 レベルを計測できない試験が半分以上 
 


























８. 入試として利用できるのは A2 と B1 の区別のみ 
 















このグラフにおいて、A, B という文字が何を示すかについては、先の CEFR との対照表にに照ら





この数値を数学に例えていうならば、大雑把に言って、A1 は「分数・少数 [小学校 3，4 年生レベ
ル]」程度のレベルである。つまり、このグラフが示すのは、「日本の国公立高校 3 年生の約 7 割の英






このデータを参考にするならば、A2 が約 30%、B1 が約 4％である。B2 の学生はごく少数であり、
C レベルは、ほとんど存在しない。となれば、CEFR に 6 段階があるといっても、日本の受験生が分


















では、最低基準を A1 にした場合、ほとんどすべての受験生は A1 以上の実力を持っているわけであ
るから、そもそもこれらの試験を最低基準とすることは意味がない。 
「みなし満点」というのは、「〇〇試験の～点、～レベル以上（例えば、B2 以上）」を、共通テスト
の英語問題の「満点」とみなす、という方法である。たとえば、偏差値 65 の大学で、Ｂ2 以上のレベ
ルの学生の共通テストの英語の試験結果を満点とする、というように。しかし、ごく少数しか存在し





























































であり、その得点が、どのような根拠で A2 とみなされたか、B1 とみなされるのかはほとんど不明で
ある。つまり、点数をブラックボックスの中に放り込んで、そのブラックボックスの中で何が起こっ
ているかを確かめる方法はないのである。 
もちろん、このプロセスを明らかにすれば、試験 X で〇〇点が、A2 とみなされたのに、試験Ｙで
は、□□点で、B1 とみなされている、それはおかしいのではないか。試験 Z の方が、同じ程度の試験
のできでも、試験 X,Y よりも、B1 とみなされる割合が高い、などという疑念や、うわさの嵐が吹き
荒れることになるだろう。その嵐に巻き込まれて害を被るのは、受験生である。 
東京大学は、これらの問題についての検討委員会を立ち上げ、その検討結果にもとづいて、先日
（2018 年 10 月）、「受験資格」として、民間試験を以下のように取り扱うことを決定した。 
 
① 民間試験の成績で、CEFR の A2 レベル* 以上に相当するもの。 



































（受付日：2019年 3月 5日） 
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